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C 189 Trp-P Trp-P-2　 の 生 成 に 及 ぼ す 調 理 方 法 の 影 響

横 浜 国 大 教 育 ○井 口 由 紀　 渋 川 祥子

食　物　123

目 的　 近年 増 え て き た 癌 の 原 因 の ひ と つ が 食品 に も あ る と 言 わ れ、 食 品 の 安 全 性 に 関 心

が 寄 せ ら れて い る。 本 実 験で は、 ト リプ ト フ ァン の 加 熱 分 解 物質 で 変 異 原 性 の あ るTrp-P-

1 .Trp －P-2 に 注 目 し、 そ の生 成 の 仕 方 に つ い て、 加 熱 調 理、 特 に 焼 き 加 熱 の 条 件 が 生 成 に

及 ぼ す 影 響 を 検 討 する こ と を 目 的 に 実 験 を 行 っ た。

方 法　1  ) い わ し、 牛 ひ き 肉、 ス ポ ン ジ ケ ー キ を 通 常 の 方 法 で 加 熱し た。2    ） 各 試 料 を

オ イ ル バ ス で 品S   70V ～i6o ℃　の 範 囲､で　０～1  0分 周 加熱 し た。3    ) 試 料 を パ イ レ ッ ク ス 型

（ 直 径5  en. 高 さ2ci.) に 詰 め、 オ ーブ ン、 ガ ス レ ン ジ、 ガ ス の グ リ ラ ー で 中 心 温 度 が7O'C

ま で 焙 焼し た。 ま た、 伝 熱 能 が 近 く、 放 射 と 対 流 の 割 合 が 異 な る オ ーブ ン で 同 様 に 焙 焼 し

た。　 測 定 は、 そ れ ぞ れ の 試 料 を ア セト ン で24 時 間以 上 浸 透 抽 出 さ せ た 後、 ク リ ー ン ナ ッ

プ、 濃 縮 し,      L   C 蛍 光 分 析 法 で 行 っ た。

結果　　1   )    Trp-P-l.Trp-P －2　は 焦 げ の 部 分 に 生 成 さ れ て｡お りng ／試 料lg　 の レ ベ ルで あ

っ た。 い わし が 最 も 多 く、 ス ポ ン ジ は 検 出 限 界 程 度 であ っ た。2    ） 各 試 料 のTrp-P-1 ，Trp-

P-2 の 生 成 量 か ら、 反 応 速 度 論 を 用 い て、 活 性 化 エ ネ ル ギ ー お よ びQlB　 を 求 め た 結 果、 こ

れ ら の 値 は、 い わ し の す り 身 が 最 も 低 か っ た.      3   ) こ れ ら の 生 成 量 は、 加 熱 方 法 に より 差

が あ り、 ガ ス の グ リ ラ ー、 ガ スレ ン ジ で 加 熱し た試 料 か ら 最 も多 く 検 出 さ れ た。 エ ネ ル ギ

ー･量 が 大 き く 対 流 式 の 加 熱 方 法 と、 エ ネ ル ギ ー量 が 低 く、 あ る 程 度 放 射 の 強 い 加 熱 方 法 で

は、 生 成 量 も 少 な く、 視 覚 的 に も 好 まし い 結 果 が 得 らｰれ た。

C 190 味 噌 汁 のN    a ／K 比 に つい て

聖 霊女 短大　 出雲 悦子　 山 田節 子　 ○ 松本 祥子

国立 健・ 栄養 研　 辻 啓介　　 実践女 大家 政　 中川崎 枝

目的　 日本 人、 特に東 北に 住 む人 々の高 血圧 は、食 塩の 過剰 摂取に よる もの とさ れてい

る。 秋田県 で は昭 和51 年 よ り「し ょっ ぱく ない 食生活 運動 」、 北海道 ・東 北地 方で は３年

計画 で昭 和54 年 よ り「北か ら低塩 食生 活運 動」 など の低塩 栄養 指導 が行 なわ れた 結果、 次

第に 食塩 量 は減少し た が、 まだ 目標摂 取量 に到 達しな い現 状で ある。 一方 カリ ウ ム摂取 に

よっ て血 圧が抑 えら れる とい われ てい る。 そこで 家庭 の味 噌汁 の中の ナート リウ ムと カリ ウ

ムの 比率（N    a ／K  比 ） を測 定し、 味 噌汁の 具の 種類、 具 の使 用量に よる 差な どを検 討し

高血 圧の予 防 の一 助にし たい と考え た。

方 法　 試 料 は短大 生約150 名 の 家庭 で作 った味 噌汁 を回 収調 査し た。 試 料を よく撹 枠し

て、 味噌汁 液 を3 mi ピ ペ ット で採 取し、 遠心 管に 入れ、3000r.p.iii,     10分 間 遠 心し、上 清を

パ スツ ールピペ ット で採 取｡し 、そ の採 取し た試料0.3i ≫flとN    a ／K 測 定 希釈 液（ 東 亜電 波｡工

業株 式会社 ）0.6ii!flを 試 料 瓶に入 れ、充 分撹枠し て 試料 調製を 行 なった。 そ の試 料を東 亜電

波工業 株式 会社 、電 解質 自 動分析 装置　N    a   -  K　Analyzer　N  A  K   L  - 121 で 測 定

した。 その 測定 値か らN    a  ／K 比 を 求め た。 また味 噌汁 の具（ じ ゃがい も、 に んじん、 ほ

うれ んそう ） の分量 を１： ２： ３ の割 合にな る ようにA   ,    B  ，C    3 種 を 調 製し、 その 嗜好

検査 および 汁の み・ 汁プ ラ ス具のN    a   ，  K を 測 定し 、N    a ／K 比 を求 めた。

結果　 家 庭の 味噌 汁のN    a ／K  比 は5~  10は25 ％ で 最も多 ＜、次 いで10 ～15 は21.5 ％ で あ

っ　た。味 噌汁 の具 の量 によるN    a  ／K 比 の 差は汁 の みで はＡ 10.96 ，B 7.78,    C　5.43 と

い う 比率が 認め られ た。


